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論　文　の　内　容　の　要　旨
　湿原の縮小は，①気候変化，②植生遷移，③基準面の低下，④蛇行帯の拡大，⑤岩屑の流入，および⑥人
為的作用などによって生じ，世界的に大きな問題となっている。本研究では，日本を代表する湿原で，かつ
最近の湿原縮小が顕著に生じている奥日光の戦場ケ原を対象に，上記の①～⑥の要因について調査を行い，
湿原縮小の支配要因とその時間的な変化を明らかにした。
　空中写真を地理情報システム（GIS）により解析し 1952～ 2000年の湿原の縮小面積を求めた結果，この
期間に湿原の面積はコンスタントに縮小し（平均速度 0.73ha/yr），縮小域の 75.4％が扇状地扇端付近に集中
していることが明らかになった。このデータは，扇状地扇端付近での遷移の進行が湿原を縮小させているこ
と，湿原内を流れる河川（湯川）は湿原縮小にあまり影響していないことを示唆した。
　示標テフラと堆積物の層序に基づき，湯川の侵食・堆積作用について検討した。その結果，侵食基準面の
低下は湿原付近に及んでいないこと，湿原側への蛇行帯の拡大はほとんどないことが明らかになり，湯川の
地形変化が湿原の縮小にほとんど寄与していないことが裏付けられた。 
　また，顕著な湿原面積の縮小が確認された扇状地扇端付近で，植生・地形・堆積物・地下水などに関す
る野外調査を行い，以下の結果を得た。この地域では，空中写真データのない 1920年代前半頃（年輪解析
による）に扇状地の拡大を伴うイベント的な砂礫の堆積作用があり，それがカラマツ林を成立させた。こ
の地形変化と植生変化は地下水位や蒸発散に影響を及ぼし，湿原付近を乾燥化させた。
　その後，1940～ 50年代にかけて数回の豪雨イベントがあり，その際の砂の流入が地表付近を富栄養化・
乾燥化させた。この変化は湿原から森林への遷移を促し，徐々にシラカンバ林が成立した。
　シラカンバ林の成立には，流域全域での環境変化も影響している。1940年代以降には，森林伐採や耕地
開拓などの人為的作用が活発化し，集水域の水循環を変化させた。また，1944年以降の気候環境には，泥
炭の分解をもたらす気温上昇と降水量の減少が認められた。これらの環境変化も，湿原から森林への遷移を
促進させた。
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　戦場ヶ原湿原の縮小を支配する要因は，自然条件下では岩屑の流入に伴う扇状地の拡大であった。しかし，
砂防ダムの設置は湿原への岩屑流入を減少させ，さらに堆積域を局所化させたため，最近では地形的要因の
重要性が低下している。一方，人為的な環境改変は，気候変化の影響とあいまって植生遷移を促進させてい
る。以上から，戦場ケ原では，湿原縮小の支配要因の変化があり，この変化には人為的作用が影響したと結
論された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，世界的にも注目されてきている地生態学的アプローチをとりいれたもので，これまでの生態学
的視点に立った湿原研究に新たな一石を投じた論文として評価した。その一方で，地生態学的アプローチが
総合的視点，学際的視点からの考察を主眼においているため，個々の現象については充分な定量的検討がな
されていない部分もあり，今後の研究の発展の中での解明を期待した。
　戦場ヶ原は日本における代表的な湿原であるが，日光国立公園の特別指定地域であるため，フィールド調
査などが制限され，充分なデータを収集できないなどのハンディもあったが，湿地の乾燥化が，土石流（岩
屑の流入）や洪水などの突発的なイベントによりステップ的に進行することを，水文学的，地形学的，生態
学的分析などから時系列として示した点を評価した。
　社会的観点からは，湿原の乾燥化は自然遷移の一環として進行して行くが，近年では，人為的影響がそ
の支配要因となってきている点，とくに後背地域から地球規模までの影響を受けていることを示唆したこ
とは，今後の湿原の保全・対策などに重要な意味を持つと言える。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
